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１．はじめに
 河川水質，浅層地下水水質は農地の作物に吸収されずに溶脱する肥料成分の影響を受けると考
えられる．なかでも硝酸性窒素については農地からの溶脱が問題視されている．ここでは香川県
を対象に，既存の公表データをもとに，非吸収施用窒素量と河川水全窒素濃度，浅層地下水硝酸
性窒素濃度の関係を解析した．
２．研究方法
１）ＧＩＳ手法を用いて香川県の26の河川流域界を求めた．
２）主な農作物28種の市町村別作付面積を農業センサスから求め，26の河川流域毎に整理し
た．香川県の施肥設計基準に示された窒素施用量（肥料窒素＋堆肥（窒素成分1%）×0.6（堆肥
連用時の窒素無機化率）から，作物吸収窒素量（文献値）を差し引いて，作物毎に非吸収施用窒
素量を算出した．流域毎の作物毎の非吸収施用窒素量の積算値を流域面積で除して，流域平均非
吸収施用窒素量を算出した．
３）硝酸性窒素濃度の２～３kmメッシュデータ（香川県水質測定結果）を図化し，26の河川流
域と重ね合わせ，流域平均浅層地下水硝酸性窒素濃度を算出した．
４）26河川の水質基準点の平均全窒素濃度（2000～2005年，香川県水質測定結果）を算出し
た．
５）これらの関係を解析した．
３．結果と考察
１）流域平均非吸収施用窒素量をみると，農業が盛んな県西部で高い傾向がみられた．
２）流域平均非吸収施用窒素量と河川水全窒素濃度には１河川を除き，対数曲線関係（R2＝0.6
7）が認められた．流域平均非吸収施用窒素と流域平均浅層地下水硝酸性窒素濃度には一次の関
係（R2＝0.43）が認められた．近似曲線の違いは，脱窒などの生じやすさの違いを反映している
と考えられた．
３）以上の結果から，香川県では，河川水質,浅層地下水水質は，農地の施肥量（非吸収量）の
影響を受けていることが推察された．これにより，施肥削減などが河川水全窒素濃度や地下水硝
酸性窒素濃度に及ぼす影響をほぼ推定することが可能である．
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